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1. 挑戦と創造
2. 自律と共生
3. 誠実と謙虚
4. 情熱と好奇心
5. 顧客重視と利益追求

私たちは、創造する力と実現する力で
お客様の商品開発とビジネスを成功へと導きます。
働く従業員とともに、物心の豊かさを追求し、
お客様とともに、エレクトロニクスが切り拓く
社会の発展に貢献します。

Mission

世界中の Monodzukuri を実現する。
私たちは、世界中のお客様のものづくりを
グローバルネットワークを活用した
最適な価値創造で実現します。

Vision

Values
行動指針 5ヶ条

企業理念
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東亜電気工業株式会社
TOA ELECTRIC INDUSTRIAL CO., LTD.

商号

〒101-0021 東京都千代田区外神田5丁目1番4号
Tel. 03-3834-0181 Fax. 03-3834-4526

1947年6月17日（昭和22年）

4億5,068万円

毎年2月末日

三菱UFJ銀行・みずほ銀行・りそな銀行・三井住友銀行

会社概要

本社

創立年月日

資本金

決算期

取引銀行
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展開領域
多種多様な業界・分野におけるMonodzukuriの実現を支えています。

自動車分野（ADAS）

FA・工作機械分野

半導体分野

熱対策ソリューション分野

自動車分野（EV）

メディカル分野

インフラストラクチャ分野

OA分野

自動車分野（HMI）

家電分野

再生エネルギー分野

住宅設備分野
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国内営業拠点
全国に拡がる営業拠点を持ちます。

東亜電気工業株式会社
・本社
・大阪支店
・名古屋支店
・東北営業所
・秋田出張所
・小山営業所
・北関東営業所
・つくば営業所
・東京営業所
・⾧岡出張所
・横浜営業所
・刈谷営業所
・姫路営業所
・浜松営業所
・福岡営業所
・つくばテクニカルセンター

関係会社
東亜テクニカル株式会社
・堺事業所
・会津若松事業所

●

●

●

●●●

●●

●
●●

●●福岡営業所

姫路営業所
大阪支店

堺事業所

名古屋支店

刈谷営業所

浜松営業所
東京営業所

会津若松事業所

秋田出張所

横浜営業所
本社

つくばテクニカルセンター
小山営業所
北関東営業所

東北営業所

●

⾧岡出張所

支店・営業所 国内関係会社●

● つくば営業所
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環境マネジメント

環境方針
『環境と調和した事業活動を積極的に推進し、持続可能な社会の実現に貢献する』
１ 環境に関連する法規制及び当社が合意した顧客要求事項を遵守します

２ 省資源・省エネルギーの推進及び環境に配慮した商品の調達を推進し、
気候変動の緩和と汚染の予防に努めます

３ 生物多様性の保全を推進し、自然及び地域社会との共生に努めます

社⾧

環境品質管理責任者

東日本営業本部 西日本営業本部
管理本部

営業開発本部

海外営業本部

環境マネジメントシステム組織図

生産統括本部

本社サイト
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ＩＳＯ１４００１:２０１５認証取得

■認証登録番号:１０８０２-Ｂ
■初回登録日:２０００年１２月８日
■有効期限:２０２７年７月２６日

■認証機関:インターテック・サーティフィケーション（株）

■網羅する各事業所
・本社
・東北営業所
・小山営業所
・北関東営業所
・つくば営業所
・東京営業所
・横浜営業所
・大阪支店
・名古屋支店
・刈谷営業所
・姫路営業所
・浜松営業所
・福岡営業所
・特販営業部

環境マネジメント
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グラフ タイトル

2030年度
Scope1 ＋ Scope2 2013年度比で46%削減 

488t

目標

t-CO2

国内拠点 温室効果ガス排出量

温室効果ガス排出量削減目標と実績

5年前倒しで目標値（488t）を達成する事ができたため、
2026年度に2027年度以降の目標の見直しを計画しております
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環境負荷軽減取り組み
取り組み内容
ZEB Ready導入

HV車へ切替 LEDへ切替

節水便器へ切替

目標値

CO2
499t-CO2
燃料・電気

水（上水）
2,747m3

産業廃棄物
38t

実績

CO2
483t-CO2

排水
2,272m3
生活排水

産業廃棄物
83t
・引越廃棄物
・製品廃棄

通い箱・直送化

会社全体で環境負荷低減に取り組んでいます



11

環境活動総括
2030年度2029年度2028年度2027年度2026年度2025年度2024年度2023年度2022年度項目

488488488488494499504512520目標CO2排出量※1
単位:ｔ-CO2 483498519520実績

190190190190192194196198202目標
ガソリン・軽油
※2

内
訳

193213227202実績

298298298298302305308311318目標
電気※3

290285292318実績

36.837.237.63838.438.839.239.640目標廃棄物排出量
単位:t 83.75436.840実績

2,6102,6372,6642,6912,7192,7472,7752,8032,832目標水使用量※4
単位:㎥ 2,2722,8662,9272,922実績

000000000目標環境法令
重大違反
単位:件 0000実績

000000000目標化学物質
重大クレーム
単位:件 0000実績

※1 CO2排出量は、3年前倒しでの内部目標
※2 ガソリンと軽油は社用車に使用

（運送業者に委託した配送による使用量は含まず）
※3 電気とは電力会社からの購入電力
※4 弊社は商社のため、生活用水のみ

CO2排出量、水使用量は目標達成
廃棄物は拠点移転と梱包材等の廃棄により目標未達
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83期（2025年度）各拠点実績 
水廃棄物ガソリン・軽油電力CO2排出量

拠点
単位:㎥単位:t単位:ℓ単位:kwt/h単位:tｰCO2

68419.573,715164,07875本社
1450.048,35739,71735東北営業所
16.8609321商品企画部
993.583,38341,56828横浜営業所
1135.506,71428,57929東京営業所
1724.0511,26344,47047つくば営業所
1110.415,31415,33220小山営業所
1053.5416,68939,57558北関東営業所
1472.973,48376,95039大阪支店
2535.166,11963,11239名古屋支店
7614.525,21025,85624浜松営業所
740.914,88037,60830姫路営業所
16816.054,94872,24440刈谷営業所
1240.513,93722,50718福岡営業所

2,27283.6784,012672,538483合計

環境パフォーマンスデータ

拠点毎に実績を可視化し、全社目標値に向け、
環境負荷軽減に取り組んでいます
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漏えい量
報告

定期業者点検
（1回/3年）

簡易点検
（4回/年）拠点

無し問題無し問題無し本社

無し次回85期予定問題無し東北営業所

無し対象機器保有無し問題無し横浜営業所

無し対象機器保有無し問題無し東京営業所

無し対象機器保有無し問題無しつくば営業所

無し対象機器保有無し問題無し小山営業所

無し対象機器保有無し問題無し北関東営業所

無し問題無し問題無し大阪支店

無し問題無し問題無し名古屋支店

無し対象機器保有無し問題無し浜松営業所

無し対象機器保有無し問題無し姫路営業所

無し次回85期予定問題無し刈谷営業所

無し対象機器保有無し問題無し福岡営業所

・東北営業所の秋田出張所において、エアコン故障がありましたが、フロン漏えいがない事を確認できております

フロン排出抑制法の順守

・開発部保有の恒温恒湿試験機に動作異常報告がありましたが、フロン漏えいはありません

大気汚染防止

【簡易点検】
管理対象を特定し、
拠点毎に定期的な簡易点検を実施しています

【定期点検】
定期点検が必要な設備を特定し、
3年に1度、業者による点検を実施しています

【集中管理】
拠点毎に期日までに点検された事を
全社データベースで集中管理しています

取り組み内容
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法令検査結果:適正
実施日:2025年5月12日

保守点検結果:4回とも良
実施日:2025年4月.7月.10月

2026年1月

浄化槽清掃:実施済
実施日:2026年2月19日

浄化槽法の遵守

水質汚染防止

浄化槽法が適用される北関東営業所では法令点検を受け、
問題ない事を確認しております
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森林伐採、化学物質の過剰使用、気候変動など人間活動による環境負荷を
間接的に軽減する事で、生物多様性の保全に取り組んでいます

環境負荷低減の啓蒙活動

生物多様性

●環境ニュース発信

不定期で環境負荷低減に向けた啓蒙活動を実施しています
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地球温暖化をはじめとする気候変動について、リスクを特定した上で、
CO2排出量を減らす、災害に備える、顧客要求に応えられる取り組みを
進めています

気候変動に対する取り組み

気候変動

事業活動を通じた環境負荷低減に取り組みを推進するため、
サステナビリティ委員会を中心とし、気候変動の取り組みを推進しています
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●法規制改訂情報入手と社内展開
・2024年12月に導入したWorld Eco Scopeから入手した化学物質法規制改訂情報を

速やかにイントラネットの環境通達で社内展開

●化学物質についての社内教育
・年1回以上の化学物質に関する教育として、当社にも影響があると判断した

POPs条約での廃絶物質決定に伴う化学物質MCCPの社内教育を2025年7月に実施

化学物質法規制の改定情報の展開と教育の実施

製品含有化学物質管理

法規制改訂情報の迅速な社内展開と化学物質に関する教育を継続実施




